
学校教育計画（平成28年度～平成31年度） 

 

 ４年間の目標と主な方策 

 視点 ４年間の目標 目標達成に向けた主な方策 

１ 
教育課程 

学習指導 

・社会で活用できる基礎・基 

本的な学力の定着と、他者 

と関わるための力の習得を 

目指し、きめ細やかな学習 

指導を行う。 

・育てたい生徒像の実現に向 

けた教育課程の再編成を行 

う。 

・「生徒が主体的に学習に取組む指

導の工夫」をテーマにした組織的

な授業改善に取り組むとともに、

少人数学習やＴＴなどを積極的に

活用した指導を研究する。 

・少人数の夜間定時制としての特色

を生かした教育課程の改善を行

う。 

２ 生徒指導・支援 

・モラル・マナー・ルールを 

遵守する心を育成し、高校 

生として良識ある行動がで 

きるように、規範意識と生 

活習慣を身につけさせる。 

・生徒が安心して活動できる 

ための支援体制の充実を図 

るとともに、コミュニケー 

ション力を育成する。 

・授業や集会に臨む態度の向上を目

指して指導を継続するとともに、

教職員間で指導方針について意識

の共有を図る。 

・ＳＣ及びＳＳＷとの相談体制、教

職員間の情報共有のあり方を改善

し、教員と生徒との対話や生徒間

のコミュニケーションの方法につ

いて研究する。 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひとりが将来設計 

を考え、進路決定できる力 

を育成するとともに、進路 

実現を可能とするために、 

計画的・系統的な指導や支 

援体制の充実を図る。 

 

・各学年で総合的な学習の時間やＬ

ＨＲにおいて系統的なキャリアプ

ログラムに沿った活動を実施し、

情報提供や進路相談の充実を図

る。 

・ＮＰＯ、大学との協働を積極的に

進める。 

４ 地域等との協働 

・学校からの情報発信を積極 

的に行うとともに、家庭・ 

地域社会との連携や交流を 

推進し、地域に愛される学 

校づくりを推進する。 

・防災活動や地域の特色ある行事へ

生徒を参加させるとともに、地域

の学校や施設との交流を推進し、

活動の充実を図る。 

・広報体制の見直しを図るととも

に、内容の充実を図る。 

５ 
学校管理 

学校運営 

・事故・不祥事の防止を徹底 

するとともに、防災意識を 

高め、安全教育を推進す 

る。 

・いのちを大切にする心、い 

じめを許さない心を育む教 

育を推進する。 

・日常的に事故・不祥事の防止を念

頭に置き、報告・連絡・相談がし

やすい職場環境を作るとともに、

校務の様々な書式や方法について

改善を行う。 

・夜間定時制としての防災体制につ

いて改善を図る。 

・「共生・いのち・生きる」の実施

を通して、人権の尊重、いのちを

大切にする心、いじめを許さない

心を育む。 

 

学校名 津久井高等学校 
課程・学科 

教育部門・学部 
定時制課程普通科 


